
編集と発行　丹波山村総務企画課■山梨県北都留郡丹波山村890　TEL■0428-88-0211　FAX■0428-88-0207
　　　　　　E-mail■info@vill.tabayama.yamanashi.jp　URL■http://www.vill.tabayama.yamanashi.jp/

人口と世帯（9月1日現在） 人口 733　男 352　女 381　世帯 335

No.127

印刷・（株）少國民社

自分たちの村は、自分たちで守る！ 主なもくじ

9月6日（日）、晴れ。山梨県消防学校において、第45回消防団員操法

大会が開催されました。丹波山村消防団も東部支部代表として小型

ポンプ操法の部に出場、運動神経抜群の若い選手たち、機敏で流れ

るような美しい操法を披露しました。

残念ながら入賞は逃してしまいましたが、連日連夜の訓練によって

消防団の団結力はさらに高まり、村全体の団結力アップにつながっ

ていくものと信じています。
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平成20年度の地方財政状況調査（普通会計決算統計）
がまとまりました。
普通会計の歳入総額は15億4,788万円と前年度に比較
して8.9％の増額、歳出総額は13億9,979万5千円と前年
度に比較して6.6％の増額となりました。
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新しい地域資源で、更なる飛躍！

歳入　15億4,788万円
歳出　13億9,979万5千円

普通会計決算状況平成20年度

歳入決算の内訳
（単位：千円）

（単位：千円）

歳出決算の内訳

▲道の駅たばやま（今年4月22日オープン）

▲シカ肉処理加工施設▲地上デジタル放送設備

財
政
指
数

8月30日執行の第45回衆議院議員総選挙におけ
る丹波山村の投開票結果は次のとおりです。

 小選挙区・比例代表　丹波山村の投票結果
当日有権者数　668人　投票総数　544人
投票率　81.44％（前回比 2.03ポイント減）

 小選挙区　丹波山村の開票結果
長崎幸太郎（無所属・前） 215票 40.41％
坂口たけひろ（民主党・新） 162票 30.45％
堀内光雄（自由民主党・前） 150票 28.20％
宮松ひろゆき（幸福実現党・新） 5票 0.94％
有効投票　532票　無効　12票

 比例代表　丹波山村の開票結果
民主党 206票、自由民主党 192票、公明党 54
票、国民新党 19票、社会民主党 18票、みんな
の党 11票、日本共産党 11票、新党日本 8票、
幸福実現党 4票
有効投票　523票　無効　21票

～道の駅たばやま、丹波山ジビエ～

地方交付税
828 ,277（53.5%）

繰越金
108,899
（7.0%）

国県支出金
96, 244
（6.2%）

その他 
174, 147（11.3%）村税 

62,528（4.0%）

使用料及び手数料
152 ,785（9.9%）

村債
125,000
（8.1%）

物件費
323,701
（23.1%）

繰出金
264, 761
（18.9%）

公債費
230 ,420
（16.5%）

人件費
203,804
（14.6%）

補助費
139 ,530
（10.0%）

その他 
97,352（7.0%）

普通建設事業費
140 ,227（10.0%）

選挙結果のお知らせ
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平成20年度の地方財政状況調査（普通会計決算統計）
がまとまりました。
普通会計の歳入総額は15億4,788万円と前年度に比較
して8.9％の増額、歳出総額は13億9,979万5千円と前年
度に比較して6.6％の増額となりました。
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り
上
げ
や
、の
め
こ
い
湯
の
入
浴
料

な
ど
で
す
。前
年
度
比
0
・
9
％
の
減

額
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

■
国
・
県
支
出
金

　
9
6
2
4
万
4
千
円

　
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
、負
担
金
、

委
託
金
で
す
。国
の
経
済
対
策
で
実

施
し
た
地
域
活
性
化
緊
急
安
心
実
現

総
合
対
策
、生
活
対
策
臨
時
交
付
金
、

定
額
給
付
金
制
度
な
ど
の
新
し
い
補

助
金
が
主
な
も
の
で
す
。

　
ま
た
、シ
カ
肉
処
理
加
工
施
設
や

道
の
駅
の
建
設
費
補
助
金
、台
風
に

よ
る
ワ
サ
ビ
田
災
害
復
旧
費
補
助
金

な
ど
に
よ
り
、前
年
度
比
1
5
0
・
5

％
と
倍
以
上
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

■
村
　
債

　
1
億
2
5
0
0
万
円

　
い
わ
ゆ
る
村
の
借
金
、借
入
金
で

す
が
、前
年
度
比
12
・
6
％
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

　
過
疎
対
策
事
業
債
は
、
全
体
で

8
3
0
0
万
円
。事
業
ご
と
の
内
訳
は
、

▼
道
の
駅
た
ば
や
ま
建
設
費

　
5
3
0
0
万
円

▼
シ
カ
肉
処
理
加
工
施
設
建
設
費

　
1
4
0
0
万
円

▼
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
設
備
整
備
費

　
1
6
0
0
万
円

　
そ
の
他
の
借
入
金
は
、臨
時
財
政

対
策
債
の
4
2
0
0
万
円
で
す
。

新しい地域資源で、更なる飛躍！

歳入　15億4,788万円
歳出　13億9,979万5千円

普通会計決算状況平成20年度

歳入決算の内訳
（単位：千円）

（単位：千円）

歳出決算の内訳

▲道の駅たばやま（今年4月22日オープン）

▲シカ肉処理加工施設▲地上デジタル放送設備

財
政
指
数

8月30日執行の第45回衆議院議員総選挙におけ
る丹波山村の投開票結果は次のとおりです。

 小選挙区・比例代表　丹波山村の投票結果
当日有権者数　668人　投票総数　544人
投票率　81.44％（前回比 2.03ポイント減）

 小選挙区　丹波山村の開票結果
長崎幸太郎（無所属・前） 215票 40.41％
坂口たけひろ（民主党・新） 162票 30.45％
堀内光雄（自由民主党・前） 150票 28.20％
宮松ひろゆき（幸福実現党・新） 5票 0.94％
有効投票　532票　無効　12票

 比例代表　丹波山村の開票結果
民主党 206票、自由民主党 192票、公明党 54
票、国民新党 19票、社会民主党 18票、みんな
の党 11票、日本共産党 11票、新党日本 8票、
幸福実現党 4票
有効投票　523票　無効　21票

～道の駅たばやま、丹波山ジビエ～

地方交付税
828 ,277（53.5%）

繰越金
108,899
（7.0%）

国県支出金
96, 244
（6.2%）

その他 
174, 147（11.3%）村税 

62,528（4.0%）

使用料及び手数料
152 ,785（9.9%）

村債
125,000
（8.1%）

物件費
323,701
（23.1%）

繰出金
264, 761
（18.9%）

公債費
230 ,420
（16.5%）

人件費
203,804
（14.6%）

補助費
139 ,530
（10.0%）

その他 
97,352（7.0%）

普通建設事業費
140 ,227（10.0%）

選挙結果のお知らせ
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”丹波づくり集会”始まる！
9月1日（火）から、「丹波づくり集会」がスタートしました。

この集会は、村長の2期目の公約として「地区の皆さんと直接対話し、

その意見を村づくりに活かしていく」ということから企画されました。

初日の奥秋地区を皮切りに、村内全地区の5会場で実施し、村の課題

や地区要望事業の進み具合など、村の状況を住民と共有すると同時に、

各地区の問題点を把握し、行政と住民が一体となった村づくりを進め

ていこうというものです。

小さな村の小さな集会ですが、住民一人ひとりが村づくりに積極的に

参加してこそ「明るく、元気な丹波山村」の実現が可能になってくる

と思います。

◆
10
月
か
ら
個
人
住
民
税
の

　
公
的
年
金
か
ら
の
引
き
落

　
と
し
が
始
ま
り
ま
す
 

　
今
年
の
10
月
か
ら
、個
人
住
民
税

の
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
65
歳
以
上
の
公
的
年

金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
で
、個
人

住
民
税
を
納
税
す
る
義
務
が
あ
る
方

が
対
象
で
す
。

　
現
在
、公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て

お
り
、個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
の

あ
る
方
は
、年
4
回
、農
協
や
郵
便
局

な
ど
金
融
機
関
に
出
向
き
、個
人
住

民
税
を
納
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
制
度
導
入
に
よ
り
、個
人

住
民
税
が
公
的
年
金
か
ら
引
き
落
と

し（
特
別
徴
収
）さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

年
金
の
支
払
い
を
す
る
社
会
保
険
庁

な
ど
が
直
接
、市
区
町
村
に
個
人
住

民
税
を
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の

で
、対
象
と
な
る
方
は
基
本
的
に
金

融
機
関
な
ど
に
行
く
必
要
が
な
く
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、市
区
町
村
に
お
い
て
も
事

務
の
効
率
化
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
制
度
へ
の
ご
理
解
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受

　
給
者
の
う
ち
個
人
住
民
税

　
の
納
税
義
務
の
あ
る
方
が

　
対
象
で
す
 

　
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
の
は
、「
4

月
1
日
現
在
65
歳
以
上
の
公
的
年
金

の
受
給
者
で
、前
年
中
の
年
金
所
得

に
係
る
個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
の

あ
る
方
」で
す
。

　
ま
た
、「
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収

の
対
象
と
な
ら
な
い
方
」「
当
該
年
度

の
特
別
徴
収
税
額
が
老
齢
基
礎
年
金

等
の
額
を
超
え
る
方
」な
ど
は
引
き

落
と
し（
特
別
徴
収
）の
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん
。

◆
新
た
な
税
負
担
が
生
じ
る

　
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
 

　
個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
制
度
は
、納
税
義
務
者（
年

金
受
給
者
）が
支
払
う
べ
き
個
人
住

民
税
を
社
会
保
険
庁
な
ど
の「
年
金

保
険
者
」が
市
区
町
村
に
直
接
納
め

る
よ
う
に
納
税
方
法
を
変
更
す
る
も

の
で
あ
り
、こ
の
制
度
に
よ
り
新
た

な
税
負
担
が
生
じ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
な
お
、引
き
落
と
し（
特
別
徴
収
）

さ
れ
る
の
は「
公
的
年
金
等
に
係
る

所
得
割
額
等
」で
あ
り
、「
給
与
所
得

等
に
係
る
所
得
割
等
」は
こ
れ
ま
で

通
り
別
途
納
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◆
平
成
21
年
10
月
支
給
分
の

　
年
金
か
ら
徴
収
が
は
じ
ま

　
り
ま
す
 

　
特
別
徴
収
の
開
始
は
、平
成
21
年

10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
と
な
り
ま

す
。

　
そ
の
た
め
、
21
年
度
の
税
額
の
半

分
に
つ
い
て
は
、平
成
21
年
6
月
及

び
8
月
に
普
通
徴
収（
納
税
通
知
書

に
よ
り
金
融
機
関
で
納
め
る
方
法
）

に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、年
金
所
得
以
外
の
所
得
に

係
る
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
は
、従

来
ど
お
り
の
方
法
に
よ
り
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
総
務
企
画
課
税
務
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成21年

10月の年金から
徴収開始

▲9月1日　奥秋集会所（奥秋地区）

▲9月9日　鴨沢公民館（東部地区） ▲9月7日　保之瀬公民館（保之瀬地区） ▲9月4日　中央公民館（高尾・押垣外地区）

65歳以上の公的年金の受給者で、
個人住民税を納税されている方
にお知らせです。

”丹波づくり集会”始まる！
～村長と語ろう～

▲9月2日　丹波小学校体育館（上・中・下組地区）

～皆さんの声を、村づくりに活かします～

特別徴収制度の導入により

現状

社会保険庁等
（年金保険者）

社会保険庁等
（年金保険者）

年金受給者
役場・銀行等窓口

市区町村

市区町村

年金受給者

個人住民税

個人住民税

納税者側のメリット
納税に出向く必要がない

年4回、納税者が
自ら役場・銀行等の窓口へ
出向き納税している

　　　　　　年金保険者が年金から住民税を引き
落とし（特別徴収）し、市区町村へ直接納入

市区町村側のメリット
徴収事務の効率化

特別徴収

普通徴収
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”丹波づくり集会”始まる！
9月1日（火）から、「丹波づくり集会」がスタートしました。

この集会は、村長の2期目の公約として「地区の皆さんと直接対話し、

その意見を村づくりに活かしていく」ということから企画されました。

初日の奥秋地区を皮切りに、村内全地区の5会場で実施し、村の課題

や地区要望事業の進み具合など、村の状況を住民と共有すると同時に、

各地区の問題点を把握し、行政と住民が一体となった村づくりを進め

ていこうというものです。

小さな村の小さな集会ですが、住民一人ひとりが村づくりに積極的に

参加してこそ「明るく、元気な丹波山村」の実現が可能になってくる

と思います。

◆
10
月
か
ら
個
人
住
民
税
の

　
公
的
年
金
か
ら
の
引
き
落

　
と
し
が
始
ま
り
ま
す
 

　
今
年
の
10
月
か
ら
、個
人
住
民
税

の
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
65
歳
以
上
の
公
的
年

金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
で
、個
人

住
民
税
を
納
税
す
る
義
務
が
あ
る
方

が
対
象
で
す
。

　
現
在
、公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て

お
り
、個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
の

あ
る
方
は
、年
4
回
、農
協
や
郵
便
局

な
ど
金
融
機
関
に
出
向
き
、個
人
住

民
税
を
納
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
制
度
導
入
に
よ
り
、個
人

住
民
税
が
公
的
年
金
か
ら
引
き
落
と

し（
特
別
徴
収
）さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

年
金
の
支
払
い
を
す
る
社
会
保
険
庁

な
ど
が
直
接
、市
区
町
村
に
個
人
住

民
税
を
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の

で
、対
象
と
な
る
方
は
基
本
的
に
金

融
機
関
な
ど
に
行
く
必
要
が
な
く
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、市
区
町
村
に
お
い
て
も
事

務
の
効
率
化
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
制
度
へ
の
ご
理
解
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受

　
給
者
の
う
ち
個
人
住
民
税

　
の
納
税
義
務
の
あ
る
方
が

　
対
象
で
す
 

　
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
の
は
、「
4

月
1
日
現
在
65
歳
以
上
の
公
的
年
金

の
受
給
者
で
、前
年
中
の
年
金
所
得

に
係
る
個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
の

あ
る
方
」で
す
。

　
ま
た
、「
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収

の
対
象
と
な
ら
な
い
方
」「
当
該
年
度

の
特
別
徴
収
税
額
が
老
齢
基
礎
年
金

等
の
額
を
超
え
る
方
」な
ど
は
引
き

落
と
し（
特
別
徴
収
）の
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん
。

◆
新
た
な
税
負
担
が
生
じ
る

　
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
 

　
個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
制
度
は
、納
税
義
務
者（
年

金
受
給
者
）が
支
払
う
べ
き
個
人
住

民
税
を
社
会
保
険
庁
な
ど
の「
年
金

保
険
者
」が
市
区
町
村
に
直
接
納
め

る
よ
う
に
納
税
方
法
を
変
更
す
る
も

の
で
あ
り
、こ
の
制
度
に
よ
り
新
た

な
税
負
担
が
生
じ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
な
お
、引
き
落
と
し（
特
別
徴
収
）

さ
れ
る
の
は「
公
的
年
金
等
に
係
る

所
得
割
額
等
」で
あ
り
、「
給
与
所
得

等
に
係
る
所
得
割
等
」は
こ
れ
ま
で

通
り
別
途
納
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◆
平
成
21
年
10
月
支
給
分
の

　
年
金
か
ら
徴
収
が
は
じ
ま

　
り
ま
す
 

　
特
別
徴
収
の
開
始
は
、平
成
21
年

10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
と
な
り
ま

す
。

　
そ
の
た
め
、
21
年
度
の
税
額
の
半

分
に
つ
い
て
は
、平
成
21
年
6
月
及

び
8
月
に
普
通
徴
収（
納
税
通
知
書

に
よ
り
金
融
機
関
で
納
め
る
方
法
）

に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、年
金
所
得
以
外
の
所
得
に

係
る
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
は
、従

来
ど
お
り
の
方
法
に
よ
り
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
総
務
企
画
課
税
務
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成21年

10月の年金から
徴収開始

▲9月1日　奥秋集会所（奥秋地区）

▲9月9日　鴨沢公民館（東部地区） ▲9月7日　保之瀬公民館（保之瀬地区） ▲9月4日　中央公民館（高尾・押垣外地区）

65歳以上の公的年金の受給者で、
個人住民税を納税されている方
にお知らせです。

”丹波づくり集会”始まる！
～村長と語ろう～

▲9月2日　丹波小学校体育館（上・中・下組地区）

～皆さんの声を、村づくりに活かします～

特別徴収制度の導入により

現状

社会保険庁等
（年金保険者）

社会保険庁等
（年金保険者）

年金受給者
役場・銀行等窓口

市区町村

市区町村

年金受給者

個人住民税

個人住民税

納税者側のメリット
納税に出向く必要がない

年4回、納税者が
自ら役場・銀行等の窓口へ
出向き納税している

　　　　　　年金保険者が年金から住民税を引き
落とし（特別徴収）し、市区町村へ直接納入

市区町村側のメリット
徴収事務の効率化

特別徴収

普通徴収



広　報　　た　　ば　　や　　ま広　報　　た　　ば　　や　　ま （6）第 127号（7） 第 127号

■
防
災
訓
練
に

　
参
加
し
て
く
だ
さ
い

　
10
月
18
日
（
日
）
に
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。

　
大
地
震
を
想
定
し
、
村
、
防
災

関
係
機
関
、自
主
防
災
組
織
等
が

緊
密
か
つ
有
機
的
な
連
携
を
図
り
、

災
害
発
生
後
の
一
連
の
対
応
が

機
能
す
る
よ
う
実
践
的
な
防
災

訓
練
に
よ
り
、防
災
体
制
の
確
立

を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
今
回
も
各
地
区
の
自
主
防
災

組
織
を
中
心
に
訓
練
を
実
施
し

ま
す
の
で
、多
数
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
総
務
企
画
課
）

■
住
宅
用
火
災
警
報
器

　
村
が
設
置
し
ま
す

　
広
報
8
月
号
で
も
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、平
成
23
年
5
月
ま

で
に
設
置
が
義
務
付
け
さ
れ
て

い
る
一
般
住
宅
用
の
火
災
警
報

器
を
村
が
設
置
し
ま
す
。

　
1
世
帯
あ
た
り
2
個
を
上
限

と
し
て
、村
内
に
お
住
ま
い
の
全

戸
に
貸
与
す
る
形
で
設
置
し
ま
す
。

　
家
の
間
取
り
や
寝
室
の
数
に

よ
り
設
置
箇
所
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、不
足
分
に
つ
い
て

は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
総
務
企
画
課
）

■
秋
の
全
国
交
通
安
全

　
運
動
が
始
ま
り
ま
す

　「
運
転
は
　
人
に
社
会
に
　
思

い
や
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
平

成
21
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
、
県
内
で
は
、
昨
年
に
比

べ
て
交
通
事
故
の
死
者
数
、発
生

件
数
、負
傷
者
数
と
も
に
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
二
輪
車

乗
車
中
の
死
亡
事
故
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、

夕
暮
れ
の
期
間
が
早
く
な
り
、ド

ラ
イ
バ
ー
は「
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
」
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、
歩

行
者
は
明
る
い
服
装
や
反
射
材

を
着
用
す
る
な
ど
し
て
、「
見
落

と
し
」や「
発
見
の
遅
れ
」に
よ
る

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼
実
施
期
間

　
9
月
21
日（
月
）〜
9
月
30
日（
水
）

▼
運
動
の
基
本
方
針

　
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

▼
運
動
の
重
点

(1)
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
車
中
の
事
故
防
止

(2)
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

(3)
飲
酒
運
転
の
根
絶

(4)
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

　
　
　
　
　
　
　（
総
務
企
画
課
）

■
国
の
機
関
、公
証
役
場
を

　
活
用
し
て
く
だ
さ
い

　
公
証
役
場
は
遺
言
書
の
作
成
、

金
銭
・
土
地
・
建
物
の
貸
借
、離
婚

に
伴
う
慰
謝
料
・
養
育
費
・
財
産

分
与
等
に
関
す
る
大
切
な
契
約

を
公
正
証
書
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
公
正
証
書
の
作
成
の
た
め
の

相
談（
秘
密
厳
守
）は
無
料
で
す
。

▼
大
月
公
証
役
場

電
話
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　（
住
民
生
活
課
）

■
山
梨
県
と
共
同
で

　
村
税
の
徴
収
を
強
化

　
税
金
は
、む
ら
づ
く
り
を
支
え

る
大
切
な
財
源
で
す
。
村
で
は
、

村
税
な
ど
を
納
付
し
た
皆
さ
ん

と
の
税
負
担
の
公
平
性
を
確
保

を
す
る
た
め
、
県
と
共
同
で
「
山

梨
県
地
方
税
滞
納
整
理
推
進
機
構
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　
地
方
税
滞
納
整
理
推
進
機
構

で
は
、市
町
村
税
を
滞
納
し
納
税

指
導
等
に
従
わ
な
い
方
に
対
し
、

県
と
全
市
町
村
が
一
体
と
な
っ

て
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を

強
力
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
納
期
限
ま
で
に
税
金
を
納
付

し
て
い
な
い
状
態
を
滞
納
と
い

い
ま
す
が
、滞
納
す
る
と
本
来
納

め
る
べ
き
税
金
の
他
に
延
滞
金

を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、滞
納
者
が
税
金
を
滞
納
し

た
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、法
律

に
基
づ
き
滞
納
者
の
意
思
に
関

わ
り
な
く
、強
制
的
に
財
産
の
差

押
え
や
公
売
な
ど
の
滞
納
処
分

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

納
期
内
に
納
税
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
総
務
企
画
課
）

■
社
会
保
険
業
務
の

　
市
場
化
テ
ス
ト

　
社
会
保
険
庁
で
は
、現
在
一
部

の
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て

国
民
年
金
保
険
料
滞
納
者
に
対

す
る
電
話
や
文
書
、戸
別
訪
問
に

よ
る
納
付
督
励
及
び
保
険
料
の

収
納
業
務
に
つ
い
て
、民
間
委
託

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、民
間
事
業
者
の
創
意

工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
に
よ
り
、

低
コ
ス
ト
で
よ
り
良
い
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
目
指
す「
市
場
化
テ

ス
ト
事
業
」と
し
て
導
入
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
山
梨
県
に
お
い
て
も
10
月
よ

り
実
施
い
た
し
ま
す
が
、主
な
事

業
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。

▼
滞
納
者
に
対
す
る
保
険
料
の

　
納
付
督
励
業
務

▼
滞
納
者
に
対
す
る
保
険
料
の

　
免
除
等
申
請
手
続
き
の
勧
奨

　
業
務

▼
被
保
険
者
の
委
託
に
基
づ
く

　
保
険
料
の
納
付
委
託
業
務
で
す
。

　
市
場
化
テ
ス
ト
導
入
に
伴
い

国
民
年
金
推
進
員
が
実
施
し
て

い
た
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
督

励
及
び
保
険
料
の
収
納
業
務
に

つ
い
て
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
住
民
生
活
課
）

各
課
か
ら
お
知
ら
せ

平成22年度の丹波山村職員を募集します。

山梨県町村職員統一試験により、次のとお

り実施しますので、希望者は総務企画課に

お申し込みください。

　募集職種　保育士

　採用条件　保育士免許取得者

　　　　　　年齢満40歳以下

　　　　　　平成22年4月以降、丹波山村

　　　　　　内に居住できる者

　受付期間　12月7日（月）～12月22日（火）

　一次試験　平成22年1月24日（日）

〜
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
タ
バ
ス
キ
ー
ブ
ロ
グ
で
も
好
評
掲
載
中
〜

■風の子冒険キャンプ
8月6日（木）～7日（金）、世田谷区の野沢児
童館と1泊2日の交流キャンプ！

■夏休み水泳教室
8月11日（火）、カッコよく泳ぎたいな～、
保育所児童の水泳教室！

■納涼盆踊り大会
8月14日（金）～15日（土）、変わらないもの、
今も昔も”まんまる”なんです！

■多摩川源流教室
8月21日（金）、水も文化も、天下も分け目
の分水嶺？笠取山にて

谷
間
に
響
く
、大
迫
力
の
音

今
年
は
煙
が
こ
も
ら
ず

本
当
に
キ
レ
イ
で
し
た
ね
！

■サミットの森づくり
8月25日（火）と28日（金）、村有林活用で環
境保全と社会貢献を！

■戦没者慰霊祭
8月15日（土）、終戦記念日の正午、世界平
和を祈願！宝蔵寺忠魂碑前にて

■丹波渓谷花火大会
8月15日（土）、素朴な花火大会、いつまで
も続けていきたいですね！
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免
除
等
申
請
手
続
き
の
勧
奨

　
業
務

▼
被
保
険
者
の
委
託
に
基
づ
く

　
保
険
料
の
納
付
委
託
業
務
で
す
。

　
市
場
化
テ
ス
ト
導
入
に
伴
い

国
民
年
金
推
進
員
が
実
施
し
て

い
た
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
督

励
及
び
保
険
料
の
収
納
業
務
に

つ
い
て
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
住
民
生
活
課
）

各
課
か
ら
お
知
ら
せ

平成22年度の丹波山村職員を募集します。

山梨県町村職員統一試験により、次のとお

り実施しますので、希望者は総務企画課に

お申し込みください。

　募集職種　保育士

　採用条件　保育士免許取得者

　　　　　　年齢満40歳以下

　　　　　　平成22年4月以降、丹波山村

　　　　　　内に居住できる者

　受付期間　12月7日（月）～12月22日（火）

　一次試験　平成22年1月24日（日）

〜
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
タ
バ
ス
キ
ー
ブ
ロ
グ
で
も
好
評
掲
載
中
〜

■風の子冒険キャンプ
8月6日（木）～7日（金）、世田谷区の野沢児
童館と1泊2日の交流キャンプ！

■夏休み水泳教室
8月11日（火）、カッコよく泳ぎたいな～、
保育所児童の水泳教室！

■納涼盆踊り大会
8月14日（金）～15日（土）、変わらないもの、
今も昔も”まんまる”なんです！

■多摩川源流教室
8月21日（金）、水も文化も、天下も分け目
の分水嶺？笠取山にて

谷
間
に
響
く
、大
迫
力
の
音

今
年
は
煙
が
こ
も
ら
ず

本
当
に
キ
レ
イ
で
し
た
ね
！

■サミットの森づくり
8月25日（火）と28日（金）、村有林活用で環
境保全と社会貢献を！

■戦没者慰霊祭
8月15日（土）、終戦記念日の正午、世界平
和を祈願！宝蔵寺忠魂碑前にて

■丹波渓谷花火大会
8月15日（土）、素朴な花火大会、いつまで
も続けていきたいですね！
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■燃えるごみは、月・水・金曜日

■燃えないごみは、火曜日
　カン・乾電池類とビン・陶器類を交互に収集

■資源ごみは、木曜日
　ペットボトルと白トレイ、雑誌とミックス紙、
　段ボ－ル、新聞とミックス紙をそれぞれ1日ごと
　に収集

■粗大ごみは毎月１回、土曜日
　自転車、ストーブ、ビデオテープ、CD、DVD、
　金属の破片類等

粗大

ペット 雑誌

新聞段ボ

粗大

カン

ビン

ビン

カン 粗大

燃

燃

燃

燃

粗大

燃

燃

燃

粗大

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

粗大ビン

ビン

カン

カン

粗大燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

ビン

カン

カン

ビン

段ボ

ペット

新聞

雑誌 段ボ

ペット

新聞

雑誌

段ボ

ペット

新聞

雑誌

段ボ

ペット

新聞

雑誌

ペット

段ボ

新聞

雑誌

燃

ビンカン

平成21年度　下半期

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

ビン

ビン

カン

カン

ごみ収集予定表

■ミックス紙は、月に２回収集します。雑誌と同じ日と新聞と同じ日に収集します。
■予定につき変更または中止になる場合があります。テレビの9チャンネルで確認してください。
■ごみの収集に関するお問い合わせは、役場住民生活課（電話 88ー0211）までお願いします。

ミックス紙は、ティッシュペーパーやトイレッ
トペーパーなどの紙製品にリサイクルされてい
ます。みんなの力でごみを減らし、資源の有効利
用に、ご協力をお願いいたします。

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃 燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃 燃

燃

燃

燃

カン

カン

ビン

ビン

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

ペット

段ボ

新聞

ビン

ビン

カン
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